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"親愛なるH記よ、この世には
ほくの大好きなことがある！”
夏のローマから、風の島々にさすらい、
誤診がもとで朕者めぐり……
愛をこめてイタリアを見つめる
モレッティの最悩傑作！
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品作督監イテツレモ二ンナ
199碑カンヌ国際映画祭最優秀監督賞
199碑ヨーロッバ映画賞最優秀作品賞
1994年〈カイエ・テュ・シネマ〉誌年閻ベストワン

9カンヌを樵かせ、笑いがはじける

モレッティの要すべきイタリアB記

1994年カンヌ映画祭で最優秀監督賞を受

賞したのは、爽やかな笑いに感動を包みこ

んだナンニ・モレッティ監督の「親愛なる

日記」。映画はモレッティ自身の｀親愛なる

日記よ、この世には僕の大好きなことがあ

る”という語りかけで幕を開ける。そして

ベスパ（スクーター）に乗った彼が、夏の

ローマを軽やかに走り、旅が始まる。

く第 1 章・ペスパに乗って＞は、モレッ

ティの好きな場所、行動、そして心境を綴

った、こだわりのローマ案内。＜第 2 章・

島めぐり＞は、静かな仕事場所を求めて、

旧友と共にシチリア周辺の〈風の諸島〉を

めぐる珍道中。そしてく第 3 章・医者めぐ

り＞はかゆみを覚えたモレッティが、誤診

がもとで実に様々な医者をめぐり、果ては

手遅れのガンと宣告される、という実体験

に基づく悲喜劇。

美形のモレッティが、うっとおしいヒゲ ティの憧れの人として登場するジェニファ

面で平然と描くこの映画の基調は、辛口の 一・ピールス本人。夫アレクサンダー・ロ

コメディー。いつかは誰かが笑ってくれる ックウェルと共にモレッティとは旧知の

だろうと割り切ったような楽天性が感じら 仲。第 2 章で、テレピを30年も見ていない

れるのは、死を宜告されて作ったからか、

個的な日記によせて現在のイタリアを浮き

彫りにする野心からだったか。あるいはイ

タリアの青春を描き尽くして、今や栄光の、

花の40代に入ったからなのだろうか。

9イタリア映iJii保0精鋭が紡集

モレッティ0最扁保作が誕生！

自作自演のモレッティの主人公の役名は

「青春のくずや～おはらい」 r監督ミケーレ

の黄金の夢」「僕のピアンカ」「赤いシュー

ト」まで、「ジュリオの当惑」以外は常に‘‘ミ

ケーレ”だった。しかし「親愛なる日記」

では初めて、分身ミケーレと別れて、映画

監督ナンニ・モレッティとして登場する。

そのモレッティの共演は、もちろん日記、

ペスパ、ローマの町並み、大好きな白い橋、

そしてバゾリーニ監督の殺害現場のオステ

ィア海岸。人物で言えば、第 1 章でモレッ

知識人役のレナート・カルペンティエリは、

舞台演出家で「フィオリーレ 花月の伝説」

などに出演もしている。第 3 章の医者たち

は、モレッティ映画の常連。

撮影は、「ノスタルジア」やタヴィアーニ

作品の名手ジュゼッペ・ランチ。〈風の諸島〉

の深い海の青の色や、ストロンポリの雄大

な火山の景色など、見事な撮影で思う存分

堪能させてくれる。音楽は巨匠ニコラ・ピ

オヴァーニの、素朴な、抑制のきいたオリ

ジナル曲と、ワールド・ミュージックやキ

ース・ジャレットの名演が見事な調和を奏

でる。そして製作は、モレッティの盟友ア

ンジェロ・パルパガッロ。

●各眉0絶賛、大ヒットを経て

ついにH本t陸！

◎こんなに愛しいと感じる映画は、減多に

ない…………………英ザ・ガーディアン紙

◎この日記はやがて深みを帯ぴて、感動に

変わる………英ジ・インディペンデント紙

◎おかしくて心をとらえる、嬉しいオフピ

ート映画……米ニューヨーク・タイムズ紙

◎この映画が呼ぴ起こす嬉しさ、それに匹

敵するものは今どこの映画にもない………

…………………仏カイエ・デュ・シネマ誌

◎透きとおっていて、軽やかで、まるで水

の入ったコップのよう。モレッティはスタ

イルもストーリーも自由に、軽やかさに到

達した……………伊ピエラ・デタッシス氏

各国の絶賛を浴ぴて、本国イタリアでは

記録的なヒットでモレッティをヒット・メ

ーカーのペスト 5 にランクし、いま欧米で

驚異的なロングランを続けている。

●監督・脚本・製作・主濱＝ナンニ・モレッティ、擾影＝ジュゼッ

ペ・ランチ、音楽＝ニコラ・ピオヴァーニ、編集＝ミルコ・ガローネ、

衣装＝マリア＝リタ・パルペラ、美術＝マルタ・マフッチ、サウンド

＝フランコ・ポルニ、助監督＝リカルド・ミラーニ、ブロデューサー＝

アンジェロ・パルパガy口、ナンニ・モレッティ、ネラ・パンフィ●ナン

ニ・モレッティ、ジェニファー・ピールス、アレクサンダー・ロックウェ

ル、カルロ・マッザクラーティ、レナート・カルベンティエリ● 1993年

伊仏合作イタリア映画／製作＝SACHER FILM (ROMA)/ 

合作＝BANFILM, LA SEPT CINEMA, STUDIO CANAL 

PLUS (PARIS）／製作協力＝ RAI UNO, CANAL PLUS/ 

全 6巻、 1 時間 41 分（2, 765M) 、カラー、 IX 1. 66、ドルピーステレ

オ／日本籍字幕＝吉岡芳子／宣伝デザイン＝小笠原正勝／

ｩ1993 SACHER FILM ROMA, ALL RIGHTS RESERVED 

5/25®..31禽点都〇ードショー．＇
］認丞シ極亘
立親愛なる日記 呼5年晦磯は、6:45の「リスボン物語」の上映はありません。

親愛なる日記 12:55 4:50 

■特別鑑賞券発売中 1,400円■
（当日／一般1,700円 学生1,500円の処）
お求めは劇場窓口、チケットびあ、チケットセゾン、四条
河原町阪急6FPG、河原町ピプレ、大丸京都店lFPG 、
京都朝日シネマ、梅田ESTI,梅田東映PG他にて。

リスボン物語 11: 00 2:50 ※ 6:45 
・＾＇n,... 


